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一括証明書の管理
クラスタ間で証明書のセットを共有する場合に、一括証明書管理を使用します。この手順は、

Extension Mobility Cross Clusterなどのクラスタ間で信頼を確立する必要があるシステム機能に
必要です。

手順

目的コマンドまたはアクション

この手順では、クラスタ内の全ノードの

証明書を含むPKCS12ファイルを作成し
ます。

証明書のエクスポート（1ページ）ステップ 1

ホームクラスタとリモート（訪問先）

クラスタに証明書をインポートします。

証明書のインポート（2ページ）ステップ 2

証明書のエクスポート

この手順では、クラスタ内の全ノードの証明書を含む PKCS12ファイルを作成します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedOSの管理（CiscoUnifiedOSAdministration）]から、[セキュリティ（Security）] >
[証明書の一括管理（Bulk Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 ホームクラスタとリモートクラスタの両方で到達可能な TFTPサーバを設定します。フィー
ルドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 3 [保存]をクリックします。
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ステップ 4 [エクスポート（Export）]をクリックします。

ステップ 5 [証明書の一括エクスポート（BulkCertificateExport）]ウィンドウの [証明書のタイプ（Certificate
Type）]フィールドで、[すべて（All）]を選択します。

ステップ 6 [エクスポート（Export）]をクリックします。

ステップ 7 [閉じる（Close）]をクリックします。

一括証明書エクスポートを実行すると、証明書は次のようにリモートクラスタにアップ

ロードされます。

• CAPF証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• Tomcat証明書は Tomcat-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Phone-SAST-trustとしてアップロードされます

• ITLRecovery証明書は、PhoneSast-trustおよびCallManager-trustとしてアップロード
されます。

上記の手順は、証明書が自己署名証明書であり、別のクラスタに共通の信頼がない場合

に実行されます。共通の信頼関係または同じ署名者がいる場合は、すべての証明書のエ

クスポートは必要ありません。

（注）

証明書のインポート

ホームクラスタとリモート（訪問先）クラスタに証明書をインポートします。

一括証明書管理機能を使用して証明書をインポートすると、電話機がリセットされます。（注）

始める前に

[インポート（Import）]ボタンが表示されるには、次の操作を完了しておく必要があります。

• 2つ以上のクラスタから SFTPサーバに証明書をエクスポートします。

•エクスポートした証明書を統合します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS管理（Cisco Unified OS Administration）]から、以下を選択します。[セキュリ
ティ（Security）] > [証明書の一括管理（Bulk Certificate Management）] > [インポート
（Import）] > [証明書の一括インポート（Bulk Certificate Import）]を選択します。
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ステップ 2 [証明書タイプ（CertificateType）]ドロップダウンリストから、[すべて（All）]を選択します。

ステップ 3 [Import]を選択します。

一括証明書インポートを実行すると、証明書は次のようにリモートクラスタにアップ

ロードされます。

• CAPF証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• Tomcat証明書は Tomcat-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Callmanager-trustとしてアップロードされます

• CallManager証明書は Phone-SAST-trustとしてアップロードされます

• ITLRecovery証明書は、PhoneSast-trustおよびCallManager-trustとしてアップロード
されます。

（注）

次のタイプの証明書により、再起動する電話が決定されます。

• Callmanager：TFTPサービスが、証明書が属するノード上でアクティブになってい
る場合にのみ、すべての電話。

• TV：Callmanagerグループメンバーシップに基づいて、一部の電話。

• CAPF：CAPFがアクティブになっている場合にのみ、すべての電話。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


